
高
杉
晋
作
の
幻

　晋
作
は「
分
か
ら
ん
人
」／
開
国
を
目
指
し
て
攘
夷
断
行
／
消
さ
れ
た「
俗
論
党
」

　戦
争
に
よ
る
復
権
／
晋
作
の
幻

Ⅰ
　高
杉
晋
作
の
履
歴
書

　
　
　一

生
い
立
ち

　

出
生
と
家
系
／
明
倫
館
に
学
ぶ
／
松
蔭
の
門
下
に
な
る
／
安
政
の
大
獄

　
　二

仕

官

　

　
　
　
　軍
艦
教
授
所
に
入
る
／
世
子
小
姓
役
と
な
る
／
上
海
渡
航

　
　
　三

攘
夷
運
動
と
奇
兵
隊
結
成

　

　
　
　
　暴
走
、
迷
走
／
奇
兵
隊
結
成

　
　
　四

第
一
次
幕
長
戦
争
と
長
州
藩
内
戦

　

　
　
　
　内
憂
外
患
／
挙
兵
と
正
義
派
の
復
権
／
増
長
す
る
奇
兵
隊

　
　
　五

第
二
次
幕
長
戦
争
と
志
半
ば
の
死

　

　
　
　
　幕
府
の
長
州
再
征
／
長
州
藩
の
勝
利
／
終
焉

　
　
　コ
ラ
ム

高
杉
晋
作
の
酒
・
女
・
金
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　コ
ラ
ム

高
杉
晋
作
の
詩
歌

　

　
　
　人
物
相
関
　

　
　
　
　毛
利
元
徳
／
高
杉
小
忠
太
／
吉
田
松
陰
／
木
戸
孝
允
／
久
坂
玄
瑞

　
　
　
　山
県
有
朋
／
赤
祢
武
人
／
井
上
馨
／
野
村
望
東
／
日
柳
燕
石

Ⅱ
　奇
兵
隊

一

奇
兵
隊
の
創
設

　

　
　
　
　奇
兵
隊
と
は
／
光
明
寺
党
／
「
奇
兵
隊
結
成
綱
領
」
／
庶
民
の
入
隊

　
　
　
　武
士
の
格
好
を
し
た
百
姓
た
ち
／
朝
陽
丸
事
件
／
晋
作
、奇
兵
隊
を
去
る

　
　
　二

奇
兵
隊
の
変
質

　

　
　
　
　河
上
弥
一
と
生
野
の
変
／
赤
祢
武
人
が
総
督
に
な
る

　
　
　
　服
装
に
よ
る
身
分
の
区
別

　
　
　三
「
俗
論
党
」
と
の
抗
争

　

　
　
　
　四
カ
国
連
合
艦
隊
の
馬
関
砲
撃
／
「
諭
示
」
と
い
う
規
則

　
　
　
　斥
け
ら
れ
た
晋
作
の
意
見

女台場跡　萩市ありし日の萩城



　
　四

藩
政
府
と
の
対
立

　

　
　
　
　諸
隊
の
萩
包
囲
／
干
城
隊
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
／
諸
隊
と
干
城
隊
の
関
係

　
　
　
　半
強
制
的
な
人
集
め

　
　
　五

長
州
藩
の
軍
制
改
革
と
第
二
次
幕
長
戦
争

　

　
　
　
　ま
た
も
服
装
で「
タ
テ
軸
」強
化
／
招
魂
場
の
創
設
／
第
二
次
幕
長
戦
争

　
　
　
　中
岡
慎
太
郎
の
レ
ポ
ー
ト
／
大
規
模
な
脱
藩
挙
兵
計
画

　
　
　六

戊
辰
戦
争
と
奇
兵
隊
の
終
焉

戊
辰
戦
争
／
常
備
軍
へ
の
「
精
選
」
／
血
み
ど
ろ
の
脱
隊
騒
動

近
代
日
本
の
陸
軍
へ

Ⅲ
　高
杉
晋
作
の
足
跡
を
あ
る
く

　
　萩
／
江
戸
／
京
都
／
山
口
／
大
田
・
絵
堂
／
長
崎
／
下
関
／
長
府
／
吉
田

　
　
　防
府
／
福
岡

参
考
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高
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晋
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略
年
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